
■現　状 ■ 具体的な提案内容

１ 中高生をメインにした自主学習スペース

【現状・背景】

・ 中高生を中心に自主学習できるスペースが不足

各図書館の自主学習スペースは、休日等は満席状態(※)

　代わりの場所を見つけても、時間ロス、不十分な環境、専用でないなどの課題あり

・ 人口減少対策として、子ども・子育て政策を強化する必要

中高生等子どもたち自らの学習意欲を尊重し、向上させることはとても重要

中高生等の学習支援は、子育て家庭の支援にもなる

■課　題 利用した中高生等がやがて大人になり、自分の子どもたちも利用するようなサイクルを構築

・ 真面目で勤勉と言われる県民性にもマッチ

　 中高生等の学習支援は未来への投資であり、県中心地にそのためのスペースを確保する

意義やメッセージ性も大きく、県民も理解・納得してくれる

【具体的な内容】 　

メインターゲット：県内の中学生・高校生

その他利用者：送迎の保護者、親子、一般の大人や高齢者

　 　　　 

■提　案 施設・設備等

※ 具体的内容は、中高生等から意見を聞き、希望も踏まえ具体化

（足りていない「素材」） ・ 旧NHK跡地の一角に複層階の施設を整備

１ 中高生をメインにした自主学習スペース (例) 3F中高生用自主学習、2F多様な学習、親子学習、1F大人学習、学習イベント、ランステ等

旧NHK跡地に新たに複層階の自主学習施設を整備、送迎等乗降スペースや駐車場も整備 ・ 通常の中高生用自主学習スペース（富山市立図書館参照） 200席

・

（あったらいい「素材」）

２ ランニング・ウォーキングステーション ・ 自主学習を支援する機能を充実

自主学習施設の1階等に新たに周辺の歩道や公園等を利用した軽運動の拠点施設を整備 室温、騒音、利用マナーなど学習環境の管理体制を確保、

周辺の歩道や公園等もランニングやウォーキングがしやすいようにコース等を再整備 Wi-Fi環境、どこからでも空席状況が確認できるなどデジタルを活用、

図書配送サービス（県立図書館分室、市町村立図書館連携）　等

３ 日本庭園を有する公園等の癒しのゾーン ・ 一般向け学習スペース　50席

県庁前公園～県庁敷地～松川べり～城址公園(一部)を日本庭園を有する癒しの空間として

一体的に再整備 ・ 送迎車乗降スペース、駐輪場、駐車場

４ 健康志向の飲食ゾーン
県庁前公園等に健康志向の飲食店を誘致（立ち食いすし店、スープ店、サラダ店等）

施設内には、大人や高齢者が学習利用できるスペースも確保し、県民全体の学習を推奨

友達・グループ利用(4人×20テーブル)、ディスカッションルーム(10人×5室）、親子学習・
児童用スペース、学習イベント等の多様な利用に対応したブース設置やスペース区分

施設に隣接して、保護者の送迎車両専用乗降エリア、中高生の駐輪場、施設利用者の駐
車場を十分に確保（平日夜や休日は、県庁構内の駐車場も利用可能に）

中高生をメインにした学習と幅広い世代の健康のための拠点エリア

(仮称)とやまみらいステーション（みらステ）

県庁周辺エリアは、豊かな緑や水辺空間などの環境、広い公有地や歴史的建造物などの資
源、駅や主要幹線道路などの交通、周辺の飲食店や宿泊施設、商店街地区を行き来する人
の流れなど多くの魅力的な「素材」を有し、高いポテンシャルがある。

現在の「素材」を活かしながら、人々が利用・往来するために足りていない「素材」、
あったらいい「素材」は何？ 中高生が使わない平日日中は会議やコワーキングスペース等ビジネス利用もできる

ようにするなど、曜日や時間ごとに利用者に応じてスペースを柔軟に転用

　学校は冷暖房や周りの目などの課題、塾は通っている人のみ利用やマナーなどの課題あり

(※) 富山市立図書館本館には、高校生以上用59席＋中高生用48席＋持込学習可能テーブル数
席の学習スペースがあるが、休日には開館前から1Fエレベーター前で行列に並ばないと利用で
きない状態

広く県民に喜ばれ、ずっと利用されるエリアになる富山県らしい活用策は何？
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明確な目的をもって人々が集まるような「素材」が足りず、

富山駅と商店街の中継地点としての有効な活用や賑わいが不足
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２ ランニング・ウォーキングステーション（ランステ） ３ 日本庭園を有する公園等の癒しのゾーン

【現状・背景】 【現状・背景】

・ 心身の健康や生活の質の向上のために適度な運動を推進 ・ 富山県は自然豊かな県として広く認知

現代社会では身体活動が減少、県民への意識啓発や無理なく運動ができる環境整備が必要 富山県の魅力の一つは、世界に誇る山岳景観や富山湾など四季折々の美しい自然環境

安全で快適なランニング・ウォーキングコースは、継続的な運動に望ましい環境 県中心部にもそのイメージにマッチした自然空間を再整備することで富山らしさが向上

ストレスフルな生活の中で、心身の健康のために癒しの空間の確保も求められる

・ ランニングやウオーキングに対する意識が向上

県内でもランニングが定着、道を行くランナーをよく見かけるように ・ エリア内は公園、豊かな緑、水辺空間などを有するが、一体感が少ない

休日の総合運動公園クロスカントリーコースは多くのランナーやウォーカーが利用 県庁や県民会館の区画をはさんで北と南に公園や水辺空間が存在

県中心部にその拠点と良いコースがあれば、多くの利用が期待でき、高い啓発にもなる 県庁前公園から松川・城址公園への動線、一体感のある緑地の再整備で魅力が向上

・ 富山県中心地の歩道や街並みなどの清潔で美しい環境は世界に誇れる魅力 ・ オレゴン州ポートランド日本庭園

信号機が少なく、様々なコースのバリエーションを組める貴重な区画 本県中心部にも豊かな自然環境を楽しめる日本庭園等を充実することで国際的な魅力も向上

・ 日本庭園は日本特有の文化価値と技術を有し外国人の関心も高い

外国人の日本文化や日本庭園に対する関心は高くなっており、訪日

外国人観光客が増加するなか、国際観光資源として高いポテンシャル

【具体的な内容】

メインターゲット：県内外のランナー、ウォーカー

その他利用者：適度な運動をしたい人、来県者 【具体的な内容】

　　　　　（利用状況の変化に応じ、学習スペースとの振替えも想定） メインターゲット：幅広い県民、外国人を含む来県者

施設・設備等 施設・設備等

※ 具体的内容は、ランナー・ウォーカー等から意見を聞いて、希望も踏まえ検討 ※ 具体的内容や管理等について、造園関係者や

・ 自主学習施設の1階等にランニング・ウォーキングステーションを整備  　日本庭園関係者等から助言も受けながら検討

ランナーやウォーカーが荷物を預けたり、シャワーを浴びたりできる施設 ・ エリア一帯の面的な緑化

付近の勤労者(通勤・帰宅ラン)や観光客(旅ラン)の利用も想定 県庁前公園～県庁敷地内～松川べり～城址公園を癒しの空間として面的に緑地を再整備

・ ランニングコース、ウォーキングコースの整備 県庁敷地内に緑地ゾーン・遊歩道を整備し、県庁前公園と松川べり・城址公園とを緑でつなぐ

・ 日本庭園の整備・管理

城址公園内に和風庭園があるが、規模が小さくアピール度が低いため、

これらにより、幅広い年代の運動を通じた健康づくりを啓発 県庁前公園、県庁敷地内、松川べり、城址公園の松川側を日本庭園に造り変えて管理

４ 健康志向の飲食ゾーン 【具体的な内容】

メインターゲット：エリアを利用する中高生、ランナーやウォーカー、来県者、

【現状・背景】 近隣の従業者、健康志向の県民

・ 健康や生活の質の向上のためには、良質な栄養・食生活が大切 施設・設備等・
県民へ望ましい栄養・食生活についての効果的な普及啓発が必要 ・ 旧NHK跡地または県庁前公園の一角に、健康志向の飲食店を誘致

富山県は新鮮で多彩な食に恵まれ健康的な食環境だが、その認識やアピールが弱い 学習、運動、癒しの空間の利用者をはじめエリアを通行する人々などに

駅周辺や商店街に飲食店は多いが健康志向なものは少なく、エリア内には飲食店がほとんどない 良質な飲食を提供　例：立ち食いすし店、スープ店、サラダ店、フレッシュジュース店、給水所

・ エリア内で、学習、運動、癒しの提供とともに、健康的な飲食を提供することで相乗効果 ・ 県庁前公園内等にオープンな飲食・休憩コーナーを整備

エリアのイメージに沿った健康的で話題性の高い飲食ができることで、高い集客効果 隣接して持込可能な良質な飲食・休憩コーナーを設け、健康的な空間としてイメージアップ

(※)皇居の外周(1周5km)は「皇居ラン」と呼ばれるランナーの聖地。都民だけでなく、出張
や観光で訪れた多くの人もランニングを楽しむ。走りやすい歩道や信号がないことに加え、
ロッカーやシャワーを完備したランニングステーションが充実し、走りやすい環境が整う。

周辺の歩道や公園内の遊歩道等を再整備し、ランステを起点により安全で快適にランや
ウォークを楽しんでもらえるようにする（レーンを分けたり、表示などを工夫）

(※)ポートランドは、環境に優しいコンパクトシティのリーダー的存在であり、全米で最も住
みたい街の一つと言われている。立地環境は、富山市中心部と大変よく似ている。

県庁周辺エリアは、松川べり、城址公園の外周など広い歩道や並木道が多く、県外の人や外
国人から見てもとても清潔で美しい環境

現在もランニング利用をされているが、もっと多くの県民や県外・国外の観光客ランナー等
にも楽しんでもらえるコースになりうる（≒皇居ラン(※)）

富山県の友好提携先であるオレゴン州の中心都市ポートランドには「海外で最高の日本庭園」
と評される日本庭園があり、自然環境豊かな街(※)にふさわしい施設となっている

（富山城址公園 和風庭園）

（県水墨美術館）

（皇居ラン）

（松 川）

2 



① 【新規整備】自主学習施設 ⑦ 【誘致】健康志向の飲食店

② 【新規整備】送迎乗降場、利用者駐車場（平日夜・休日は県庁構内駐車場も利用可） ⑧ 【新規整備】飲食・休憩コーナー

③ 【新規整備】ランニング・ウォーキングステーション（①自主学習施設1F） ⑨ 【新規整備】多目的広場

④ 【拡充・再整備】ランニングコース（エリア周辺の歩道の拡幅、レーン区分等） 　※ 小規模イベントに対応

⑤ 【拡充・再整備】ウォーキングコース（エリア内の公園や遊歩道に設定） ⑩ 屋外・屋内イベントスペース【既存】

⑥ 【拡充・再整備】癒しのゾーン（日本庭園等） 　※ 大規模イベント等に対応

(仮称)とやまみらいステーション　参考平面図（イメージ）

①
③

⑦

②

⑧

②

富山城址公園

芝生広場

（⑩）

富山城

（国道41号線）

⑤⑥

⑤

⑤⑥

⑧

⑧

（⑩）

（富山駅へ →）（← 商店街へ）

⑨

エリア内の更なる活用アイデア

・ ①自主学習施設の屋上にも⑥緑と
⑦食が楽しめる空中庭園等を整備

・ ①自主学習施設や公園内に児童が
遊べる施設（児童館等）を設置

・ 県庁の南北にある一方通行道路を
廃止して、エリア一体を一貫性ある
公園・コース等として大規模整備

県民会館

（⑩）

現在エリア内にある「素材」を活かしながら、足りていない「素材」、あったらいい「素材」を整備・充実することで、人々が学ぶこと、運動すること、

癒されることといった目的をもって利用・往来し、富山駅と商店街の中継地点として有効活用され、賑わいがあり、末永く愛されるエリアになる。

④

⑤⑥

利用・往来

利用・往来

利用・往来

県庁前公園

⑤⑥

（豊島区 南池袋公園）

旧NHK跡地
（自主学習）

④ ④

利用・往来

（松川 桜並木）

（皇居ラン）

県庁舎

④
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